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中能登町の「魅力をサポート！」中能登町の「魅力をサポート！」SUPPORT
新しい価値を生む！
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中能登町「魅力サポート事業」

中能登町観光協会だより
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み
ん
な
の
支
え
で
護
る
不
動
滝

能
登
の
山
岳
信
仰
の
拠
点
と
し

て
栄
え
た
中
能
登
町
の
石
動
山
を

「
い
す
る
ぎ
夢
案
内
」
の
ガ
イ
ド
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
歩
き
、
歴
史

や
自
然
、
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
「
石

動
山
の
史
跡
を
訪
ね
る
集
い
」
が
、

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
2
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
。

30
年
ほ
ど
前
か
ら
続
く
イ
ベ
ン

ト
で
、
新
緑
ま
ぶ
し
い
石
動
山
の

山
頂
を
目
指
す
「
大
御
前
コ
ー
ス
」

と
散
策
を
メ
イ
ン
と
し
た
「
能
登
歴

史
公
園
コ
ー
ス
」

の
2
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
町
内
外
か

ら
約
1
3
0
名
が

参
加
し
た
。

そ
の
他
、
天
平

太
鼓
の
披
露
や
抽

選
会
、
古
代
米
お

に
ぎ
り
の
配
布
な

ど
の
催
し
物
も
楽

し
み
な
が
ら
、
新
緑
の
石
動
山
を
満
喫
で
き

た
。

不動滝を護る会による奉仕作業の様子

柴燈護摩法要（さいとうごまほうよう）の様子

2

▼ 

能
登
國  

石
動
山
を
護
る
会　

■
令
和
3
年
5
月
3
日（
月
・
祝
）／
石
動
山
大
宮
坊
周
辺

▼ 

不
動
滝
を
護
る
会

2
年
ぶ
り
に
石
動
山
を
散
策

1
●
令
和
2
年
度
事
業
報
告

●
令
和
2
年
度
収
支
決
算
報
告

●
令
和
3
年
度
事
業
計
画
（
案
）

●
令
和
3
年
度
収
支
予
算
（
案
）

●
中
能
登
町
観
光
協
会
会
則
（
改
正
案
）

●
役
員
改
選
（
案
）

　

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
64

人
、
反
対
0
人
で
過
半
数
の
賛
成
を

も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
令
和
3
年

5
月
21
日
）

　

こ
の
た
び
、
会
報
「
中
能
登
町
観
光
協
会
だ

よ
り
」
を
創
刊
致
し
ま
し
た
。
こ
の
会
報
を
通
じ

ま
し
て
、
当
会
の
各
事
業
・
各
団
体
の
活
動
等
を

広
く
紹
介
し
、
更
な
る
斯
界
の
振
興
発
展
に
努
め

て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
も
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
能
登
町
観
光
協
会 

会
長

任
期
／
令
和
3
年
5
月
21
日
か
ら
2
年

船
木 

清
崇

毎
年
7
月
5
日
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ

る
井
田
の
不
動
滝
の
滝
開
き
が
開
催
さ

れ
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
支

え
と
な
っ
て
い
る
の
が
不
動
滝
を
護
る

会
の
奉
仕
活
動
だ
。
不
動
滝
ま
で
の
道

の
木
の
伐
採
や
草
刈
り
な
ど
の
奉
仕
作

業
を
は
じ
め
、
滝
つ
ぼ
法
要
、
滝
行
、

護
摩
壇
作
り
、
境
内
の
掃
除
、
滝
つ
ぼ

の
整
備
、
旗
の
設
置
な
ど
、
会
員
総
出

で
不
動
滝
を
護
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
滝
開
き
は
規
模
を
縮

小
し
な
が
ら
関
係
者
の
み
で
行
な
わ
れ

て
い
た
が
、
今
年
は
滝
行
体
験
の
個
人

受
付
も
実
施
し
、
約
8
割
が
女
性
の
方

と
不
動
滝
の
人
気
を
改
め
て
感
じ
た
。

夏
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
大
雨
・
土
砂

災
害
警
報
の
為
、
中
止
と
な
っ
た
が
、

夜
の
幻
想
的
な
不
動
滝
の
も
う
一
つ
の

顔
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
来

年
こ
そ
は
ぜ
ひ
開
催
し
た
い
。

令
和
3
年
度  

中
能
登
町
観
光
協
会
総
会（
書
面
決
議
）

新
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ

石動山の史跡を訪ねる集い

1



毎
年
、
本
来
で
あ
れ
ば
5
月
に
開
催
さ
れ

る「
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
」に
、
鹿
島

凧
の
会
は
大
凧
を
上
げ
に
出
向
い
て
い
た
。

し
か
し
、
去
年
か
ら
2
年
続
け
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
為
、
中
止
と

な
っ
た
。
6
畳
〜
10
畳
の
大
凧
を
製
作
し
て

い
た
時
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
横
1
ｍ
44
㎝

×
縦
1
ｍ
72
㎝
の
ソ
フ
ト
タ
イ
べ
ッ
ク
と
い

う
布
に
大
凧
に
絵
を
描
い
て
い
る
。

今
回
は
前
回
の
ま
つ
り
で
2
0
0
ｍ
の
タ

コ
糸
が
い
っ
ぱ
い
に
伸
び
、
1
0
0
ｍ
以
上

の
高
さ
ま
で
大
空
に
上
が
っ
た「
朱
鷺
」を

描
い
た
大
凧
を
道
の
駅 

織
姫
の
里
な
か
の

と
展
示
し
た
。
来
年
に
向
け
て
新
作
を
製
作

し
て
お
り
、
展
示
を
予
定
し
て
い
る
。

舞い上がった大凧の展示

4

製
作
し
た
大
凧
を
展
示
！

コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
る
こ
と
、

▼ 

鹿
島
凧
の
会　

■
令
和
3
年
9
月
21
日
㈫
〜
10
月
11
日
㈪
／
道
の
駅 

織
姫
の
里
な
か
の
と

3

町
の
花
・
石
動
山
ユ
リ
が
咲
き
ほ
こ
る

▼ 

能
登
國  
石
動
山
を
護
る
会　

■
令
和
3
年
7
月
11
日
㈰
〜
19
日
㈪
／
石
動
山
大
宮
坊

今
年
で
3
年
目
と
な
る
「
石
動
山
ユ
リ

展
」
は
年
々
来
場
者
数
が
増
え
、
今
年
は
期

間
中
に
町
内
外
か
ら
5
0
0
人
を
超
え
る
方

が
訪
れ
た
。

魅
力
は
町
民
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
約
40

本
の
見
事
な
ユ
リ
展
だ
。
石
動
山
ユ
リ
は
町

花
で
も
あ
り
、
認
知
度
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

石動山ユリ展

5

私たちの原点は、「しまいかい」「やるまい
かい」「歩くｍｙ会」にあります。中能登町歩く
ｍｙ会の活動を通して郷土の歴史を知り、愛郷
心の涵養に努め、文化の見聞、新たな見識を広
め、現代から未来への適応に努めたい。そんな
思いで一杯です。
わが町には、その魅力を伝える数々のストー
リーが満載です。町の東西を走る街道、古い町
並みやのどかな佇まい。平野を横切る小道、沿
う流れ、春は花咲き、夏茂るその時の刻みとと
もにある私たちです。
「大いに語り、愉しみ、たとえゆっくりでも、
この地の足跡をたど
り、いつまでも元気よ
くこの街道を往きた
い。」と願っています。

たたず

かんよう

まほろばの郷を往く ▼  中能登町歩くmy会

私たちの1年の始まりは
ここからです

長曾川河川敷

2020.1.1

雨の宮古墳頂きバンザ～イ

中能登町は歴史・文化・
伝統の宝庫です。
一緒に探検しましょう。

街道を往く

まほろばの郷を

2



2022年度版カレンダーが完成！

ホームページ　https://nakanotokanko.com/
メール　nakanotokankou2005@gmail.com

〒929-1721　石川県鹿島郡中能登町井田ぬ部10番地1

中能登町観光協会 Tel.0767-76-8000（道の駅 織姫の里なかのと）

中能登町観光協会 検索

中能登町「魅力サポート事業」

石動山星空観察
プログラムツアー
検証事業

（一社）ななお・なかのとDMＯとの連携事業

文化庁 リビングヒストリー
（生きた歴史体感プログラム）

促進事業

歴史体験などを通じて文化財の価値を高める

中能登町の観光地において夜に楽しめるスポット
が以外に少ない。そこで、石動山の新たな魅力創
出として星空を眺めながら歴史ロマンを楽しんでも
らうため、写真愛好家などが集う聖地にしたいと
考えた。検証では星座をながめ、カメラを手にと
り、満天の石動山の世界を見ることができた。
今後も町内の撮影スポットを検証し、ツアー造成
につなげ誘客につなげたい。

七尾市と中能登町の観光振興に取り組む、なな
お・なかのとＤＭＯは戦国武将 上杉謙信が七尾
城を攻略するために国史跡「石動山」に構えた本
陣を再現する映像の制作を実施した。能登國 石
動山を護る会や町民有志の協力のもと、甲冑姿の
兵や僧兵らが出兵する当時の様子を映像におさめ
た。制作した映像は石動山資料館等での上映や、
ふるさと教育でも活用していきたい。

Vol.2号の
ラインナップ

［中能登町観光協会ホームページ］
右のQRコードを読み取ってください

道の駅 織姫の里なかのとで取り扱っております。

￥100（税込）

中能登町の「魅力をサポート！」中能登町の「魅力をサポート！」
魅力が
街を変える

SUPPORT
新しい価値を生む！

●雨 の 宮 を 護 る 会　雨の宮林道奉仕活動
●石 動 山 を 護 る 会   石動山秋のつどい
●三番叟神事舞保存会   三番叟（秋祭り） 能登部下 能登比咩神社
●鵜様道中の宿保存会   国重要無形民俗文化財　鵜様道中
●碁石ヶ峰を護る会   碁石ヶ峰の初日の出を拝む集い

鹿島凧の会の大凧が道の駅織姫の里なかのとに展示され、大空に
舞い上がった時の写真も展示されていました。こんな大きな凧が100

ｍ以上の高さの大空に上げられたと思うと驚きで胸がわくわくしました。コロナ禍が少しでも
早く終息を迎え、新しい大凧が大空へ舞い上がる日が来ることを願っております。（吉野）

編集後記


